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多目的ギャラリーの実例 

 

東京都写真美術館 

山口情報芸術センター・スタジオ B  

可児市文化創造センター・美術ロフト  

神奈川県民ホール 

幅 16．5ｍ／奥行 17．7ｍ 

高さ 7．8ｍ（キャットウォークまで） 

左右の壁面は出し入れすることができ、

外光を遮断したホワイトキューブ状にして、

映像等を使用した作品の制作・展示や、パ

フォーマンス公演、各種ワークショップ等を

行うことができる。壁面を収納すると中庭の

ある左右のガラス面から自然光を取り込む

ことができ、開放的で明るい空間となる。 

また天井の昇降式グリッドトラスに暗幕や

照明を吊ることができるほか、仮設の客席

を組むなど、多様なスタイルの会場構成を

実現する。 

「恋よりどきどき –コンテンポラリーダンスの感覚-」（展覧会） 開館 10 周年記念としてダンスの展覧会を企画。

Nibroll（ニブロール）、珍しいキノコ舞踊団、コンドルズがインスタレーション作品を出品した。また、様々な関連イベン

トも同時に行われた。 

上：スタジオ 

右上：展覧会での使用例 

右下：トークなどの開催 

面積：約 238 ㎡ 

天井高：約 7．9ｍ、（有効天井高約 5．6ｍ） 

 

絵画・彫刻などの美術・工芸作品制作のた

めの部屋。 

一面を除きピクチャーレールが設置されて

いるので、絵画等の展示にも利用が可能。 

窓側の床半面はコンクリートになっており、

さまざまな製作に対応できる。 

搬入口が設けてあり、大きな作品の搬出入

も可能。 

【第 1展示室】天井高 2.7ｍ／床面積 144.9 ㎡ 

【第 2展示室】天井高 2.7ｍ／床面積 143.7 ㎡ 

【第 3展示室】天井高 3.5ｍ／床面積 173.3 ㎡ 

【第 4展示室】天井高 3.5ｍ／床面積 144.9 ㎡ 

【第 5展示室】天井高 6.5ｍ／床面積 512.4 ㎡ 

 

広さの違う 5つの展示室を備えた、県内最大級の

ギャラリー。第 5展示室は天井高が 6．5ｍあり、

高さのある作品も展示可能になっている。 

個展やグループ展、大規模な展覧会やダンス・演

劇などパフォーミングアーツでの利用や、展示と

パフォーミングアーツのコラボレーションなど、

様々な用途で利用されている。 

左 美術ロフト 

右 「高校生のための 2日間だけの演劇部」（ワークショップ） 

文学座の俳優・若松泰弘氏を講師に招き、高校生対象のワークショップを

開催した。シアターゲームや即興芝居などを行った。 

左：第 5 展示室 

右：第 1 展示室 


